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韓
国
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
工

場
の
火
災
で
多
数
の
死
者
が

発
生
し
た
。
本
拙
稿
４
月
10

日
号
と
６
月
10
日
号
で
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
危
険

性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、「
と

う
と
う
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
池
の
工
場
で
大
火
災
発
生

か
。」
と
思
っ
た
が
、
調
べ

て
見
る
と
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
蓄
電
池
」
で
な
く
、
非
充

電
型
の
「
リ
チ
ウ
ム
電
池
」

の
一
種
を
生
産
す
る
工
場
の

火
災
だ
っ
た
。
や
や
こ
し
い

が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
別
の
厄

介
な
火
災
危
険
性
が
あ
る
よ

う
だ
。
本
稿
で
は
、
こ
の
韓

国
の
工
場
火
災
に
つ
い
て
、

報
道
な
ど
か
ら
情
報
を
整
理

し
て
み
た
い
。

韓
国
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
工
場

の
火
災

６
月
24
日
午
前
10
時
過
ぎ

に
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
近
郊
の

京
畿
道
華
城
市
に
あ
る
リ
チ

ウ
ム
電
池
工
場
で
大
規
模
な

火
災
が
発
生
し
、
出
火
か
ら

６
時
間
後
に
消
防
隊
に
よ
り

鎮
圧
さ
れ
た
。
消
防
隊
や
目

撃
者
の
話
な
ど
か
ら
、
火
災

は
２
階
の
作
業
場
で
発
生

し
、
工
場
内
部
に
あ
っ
た
リ

チ
ウ
ム
電
池
約
３
万
５
千
個

が
次
々
に
爆
発
し
た
こ
と
な

ど
で
急
速
に
拡
大
。
屋
根
の

多
く
の
部
分
が
崩
壊
し
た
ほ

か
、爆
発
の
衝
撃
に
よ
り
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が
周
囲
に

飛
び
散
る
な
ど
し
て
い
る
。

出
火
当
時
工
場
内
に
い
た

約
１
百
人
の
作
業
員
の
う

ち
、
22
人
の
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
他
、
８
人
が
負
傷
（
２

人
は
第
２
度
熱
傷
）
し
、
１

人
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

る
。
死
亡
者
の
う
ち
、
韓
国

人
は
２
人
だ
け
で
、
18
人
が

中
国
籍
、
１
人
が
ラ
オ
ス
国

籍
だ
と
い
う
こ
と
で
、
韓
国

に
お
け
る
こ
の
種
の
工
場
の

実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
。

リ
チ
ウ
ム
塩
化
チ
オ
ニ
ル
電

池
火
災
と
な
っ
た
工
場
は
、

「
リ
チ
ウ
ム
塩
化
チ
オ
ニ
ル

電
池
」
を
生
産
し
て
い
た
。

塩
化
チ
オ
ニ
ル
リ
チ
ウ
ム
電

池
は
、
前
号
で
述
べ
た
「
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
」
と

は
違
う
非
充
電
型
の
一
次
電

池
で
あ
り
、
日
本
で
も
生
産

さ
れ
て
い
る
。

塩
化
チ
オ
ニ
ル
リ
チ
ウ
ム

電
池
は
、
正
極
に
塩
化
チ
オ

ニ
ル
（
Ｓ
Ｏ
Ｃ
ｌ
２
）、負
極

に
リ
チ
ウ
ム
（
Ｌ
ｉ
）、電
解

液
に
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ア
ル
ミ

ン
酸
リ
チ
ウ
ム
（
Ｌ
ｉ
Ａ
ｌ

Ｃ
ｌ
４
）
溶
液
を
用
い
て
い

る
。他

の
リ
チ
ウ
ム
電
池
と
同

様
、
短
絡
に
よ
っ
て
急
速
に

放
電
し
て
爆
発
が
起
こ
る
危

険
性
が
あ
る
が
、
自
己
放
電

が
少
な
く
長
期
間
保
管
で
き

る
こ
と
、
リ
チ
ウ
ム
系
の
一

次
電
池
と
し
て
は
最
も
高
い

３
・
６
Ｖ
の
高
電
圧
を
発
生

す
る
こ
と
、
放
電
電
圧
が
安

定
し
て
い
る
こ
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
密
度
が
高
い
こ
と
、
使

用
温
度
範
囲
が
マ
イ
ナ
ス
55

℃
～
85
℃
と
広
い
こ
と
な
ど

優
れ
た
特
性
が
あ
る
た
め
、

当
初
は
軍
需
用
途
に
用
い
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
民
生

用
と
し
て
も
安
全
に
使
え
る

技
術
が
開
発
さ
れ
て
、
現
在

で
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど

Ｉ
Ｏ
Ｔ
関
係
機
器
に
組
み
込

ま
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
塩
化
チ
オ
ニ
ル

電
池
は
、
落
下
や
衝
撃
に
よ

り
内
部
の
塩
化
チ
オ
ニ
ル
が

漏
れ
て
塩
化
水
素
（
Ｈ
Ｃ

ｌ
）
や
亜
硫
酸
ガ
ス
（
Ｓ
Ｏ

２
）
が
発
生
す
る
の
で
取
り

扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。

塩
化
チ
オ
ニ
ル
は
、
常
温

で
液
体
で
あ
り
、
飲
み
込
む

と
有
毒
で
吸
入
す
る
と
生
命

に
危
険
が
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、腐
食
性
も
あ
る
が
、引
火

性
は
な
い
た
め
、
消
防
法
の

危
険
物
に
は
当
た
ら
な
い
。

リ
チ
ウ
ム
は
、
水
と
激
し

く
反
応
し
て
発
火
す
る
金
属

で
、
消
防
法
上
第
3
類
の
禁

水
性
の
物
質
に
あ
た
る
が
、

同
じ
ア
ル
カ
リ
金
属
で
あ
る

ナ
ト
リ
ウ
ム（
Ｎ
ａ
）や
カ
リ

ウ
ム
（
Ｋ
）
に
比
べ
る
と
反

応
性
は
低
い
。
空
気
中
に
水

分
が
あ
る
と
常
温
で
も
窒
素

と
反
応
し
て
窒
化
リ
チ
ウ
ム

（
Ｌ
ｉ
３
Ｎ
）
に
な
り
、
ま

た
、
熱
す
る
と
燃
焼
し
て
酸

化
リ
チ
ウ
ム
（
Ｌ
ｉ
２
Ｏ
）

に
な
る
。

電
解
液
の
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

ア
ル
ミ
ン
酸
リ
チ
ウ
ム
溶
液

の
引
火
性
に
関
す
る
情
報
は

見
当
た
ら
な
い
の
で
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
電
解

液
程
度
の
引
火
性
も
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
。

多
数
の
死
者
が
出
た
原
因
は

以
上
の
よ
う
な
、
リ
チ
ウ

ム
塩
化
チ
オ
ニ
ル
電
池
や
そ

の
構
成
物
質
の
特
性
を
見
る

し
て
い
る
。世
界
中
で
、新
型

電
池
の
材
料
探
し
が
行
わ
れ

て
お
り
、
リ
チ
ウ
ム
の
よ
う

な
反
応
性
の
高
い
物
質
や
、

反
応
性
の
高
い
電
解
液
は
、

真
っ
先
に
候
補
に
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
物
質
は
、
当

然
、
火
災
危
険
性
も
高
い
と

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

し
、
燃
焼
し
た
場
合
に
、
予

期
せ
ぬ
化
学
反
応
が
起
こ
っ

た
り
、
極
め
て
毒
性
が
高
い

限
り
で
は
、
火
災
危
険
性
は

そ
れ
な
り
に
高
い
が
、
引
火

爆
発
性
が
特
に
強
い
と
か
、

燃
焼
の
際
に
極
め
て
強
い
毒

性
物
質
を
発
生
す
る
、
と
い

う
も
の
で
も
な
い
よ
う
だ
。

火
災
が
発
生
し
た
24
日
の

夜
、
現
場
を
訪
れ
た
ユ
ン
大

統
領
は
「
非
常
口
の
近
く
に

発
火
物
質
が
あ
っ
た
た
め
、

多
く
の
人
が
脱
出
で
き
ず
に

死
亡
し
た
」
と
述
べ
た
が
、

労
働
者
の
大
半
が
臨
時
雇
用

者
の
た
め
、
建
物
の
避
難
路

に
詳
し
く
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
電
池
か
ら
発
生
し

た
有
毒
な
煙
を
吸
い
込
ん
で

避
難
不
能
に
な
り
、
階
段
が

あ
っ
て
も
避
難
で
き
ず
に
死

亡
し
た
の
で
は
な
い
か
、
な

ど
と
い
う
話
も
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
複
合
的
に
関
係
し

て
、
多
数
の
死
者
が
出
る
結

果
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

物
質
が
生
成
さ
れ
た
り
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

今
後
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

の
高
い
高
性
能
の
電
池
が
開

発
さ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ

れ
に
伴
っ
て
新
た
な
火
災
・

爆
発
・
毒
性
物
質
の
放
散
な

ど
の
危
険
性
が
付
随
し
て
来

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

は
、
十
分
注
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

今
後
の
韓
国
関
係
者
の
調
査

結
果
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
高
い
電

池
の
開
発
競
争
の
危
険
性

現
代
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ
社
会
で

は
、
小
型
軽
量
で
発
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
大
き
い
電
池
の
需

要
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
新
し

い
電
池
の
開
発
競
争
が
激
化

韓
国
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
工
場
の
火
災

地
水
火
風
牧
野
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一




